
 

本格的に学校が動き出しました！ 
給食も始まり、６時間授業も始まり、１年生もみんなと同じ時間に帰るようになりました。学校がい

よいよ動き出しました。 

中休み、お昼休みには外で元気よく遊ぶ姿が見られます（金

橋小学校では、お天気の日には外遊びを奨励しています。体調

がいい人は外で遊びましょう！） 

今週は特に天気がよかったので、汗をかいて遊ぶ子もいまし

た。にぎやかで、これぞ学校という感じです。 

校内にいる子たちもいて、折り紙をしたり、本を読んだりして自

分の気持ちを落ち着けている子もいます。月曜日に委員会があ

ったので、委員会活動をしている高学年の子もいました。 

 

 

分団会 
学期初めには、分団会が行われます。今回は年度初めでもあるので、集

合場所、集合時刻を決めたり、分団のめあてを決めたり、並び方を考えた

りしました。何より、１年生を知るということも今回は重要なことでした。 

自分の家の近くに住んでいる子の顔はもちろんのこと、

その子がどんな子かを知っていることがベースにあって、

その上で、お互いがお互いの安全を考えて協力し合いな

がら登校するのが分団登校です。登校は毎日なので、そ

の間にはいろいろなことがあります。そういう経験や、毎週

行われるミニ分団会や毎回の分団会での話し合いを積

み重ねることで、よりお互いを知り合って、人間関係を作り

ながら登校できるようになっていきます。 

今は、５・６年生の分団長や副分団長が下学年の子た

ちに心を配りながら登校しています。お兄さん、お姉さんと

して、頑張っている姿がとても輝いています。 

保護者の方々、登下校の見守りありがとうございます。

大人が子どもの成長を信じて見守ることで、子どもたちは大きくなっていきます。これからも、過度な

負担とならない範囲、持続可能な形で見守っていただければと思います。 
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写真ではうまく伝わりませんが、おに

ごっこをして遊んでいる子たちがたく

さんいます。遊具も大人気！ 

田んぼの中を歩く子たち。柵と同じくらい

の背丈で人影が隠れてしまうのですが、黄

色の帽子がよく目立って、居場所を教えて

くれています。 



ミニ分団会の様子で

す。運動場にそれぞ

れ集まる場所があっ

て、そこで分団のみ

んなと担当の先生で

お話をします。 

 

 

地震避難訓練 
１４日（火）熊本地震から１０年を迎える

日に避難訓練を行いました。１年生にとって

はどこにどの教室があるのかわからない時

期ですが、とにかく逃げる経路だけは少し

でも早く知っておくほうがいいという理由か

ら金橋小ではこの時期に行っています。２

年生以上の子も、新しい教室からはどう避

難すればいいのか、早く知っておくことにこ

したことはありません。 

全員が運動場に避難するのにかかった

時間は約４分でした。避難訓練の事前学習

をしていたといえ、素早く避難できたと思い

ます。短い時間で避難するにこしたことはあ

りません。しかし、時間よりも大事なのは

「今日学校に来ている子全員が安全に避

難できたか」ということです。けがをしてい

る人、体調がよくない人、避難途中でこけてしまった人がいるかもしれません。自分自身を大事にし

ながらも、そういう人を気遣いながらみんなで避難できるようにしましょう、とお話をしました。 

地震はいつ起こるのかわかりません。学校かもしれないし、家でかもしれません。子どもたちには

「家で地震が起こった時にはどうするのか、お家でもお話をしておくねんで」と伝えています。こうい

う機会にお家でもお話をしていただけたらと思います。 
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～「子どもの登下校時の送迎」「下校に関わる電話」について～ 

・学校には保護者用の駐車場はありません（体育館横の駐車場は職員専用です）。 とはいえ、緊急の場

合、学校から許可を得ている場合、事情がある場合には車の送迎も必要となります。その場合は、JA の

駐車場に止めないなどルールを守っていただくとともに、事故のないよう十分にお気を付けください。 

・下校直前に「帰る方法を変更したいので子どもに伝えてほしい」という電話が入ることがあります。迅

速かつ正確に対応することが難しい場合もあります。事前にお子様とお話していただき、急な変更のな

いようにお願いします（緊急時はこの限りではありません）。変更の場合は連絡帳にお願いします。 


